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S1.号:
電子の平均 自由行程が平均 イオン間藤敵より充分長い場合,即ち Nearly
FreeElectron (N.F.E.)近似に基づいた敢 棒金厳の電子拝辞について
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報告する｡特に構造因子 S(q)の第一の ピークOL朝 を無限に狭 くしてい く藤
阪の計算は実際の物質との対応を考えると,非現実的をモデ/レの'ような感を与
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(ただし 鰐 m-1,EP-P/2)
と表わせ る . ここで Stq) は中性子
散乱実験の結果を,V(q) には
screened Coulomb的 pseudo-





















8efPfqO , a-p/qo I b-(α+i∂-Cp )/eqo (4)
2
となるoここで波数を qo,エネルギ-を eqo-/＼qo/2で scale して鰍 元<
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Ilの存在をしば らくおいて W-e -△ (p,aJ)-0,灘 ち b-△ (a,b)-0p
からきまるbで電子の分散が きまるとすると (6) を用いて Liquid-Znの場
合に
-1
"(E',N F詔 ) - 〔け 去 去 A (a,b)〕 (8･,
から状態密度 N(E)を求めると Fig-2のようになるoさて次に (6),(7)
式で p-･Oとする転限の場合を考えてみよう｡ すると (6)式は
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子からのずれは政体の方が大きい事があ り得 るだろうo Ha11係数が Ef=EM
で 0とをるのは a>aMの Hole-1ikeの Branchの寄与が Ef.→ EM.で同
量で符号が逆になぞ′ために生 じたものであるが ,Ef>EMでは flall係数の
簡難があ り,この Modelこの近似を越えなければなちず,今後の間艶の一つ
である｡
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ての Naが注目され ,液体 Naと構造材料,化合物燃料との共存性の面か らの
研究が最近急速.に進められ ,Naの特性は Na中に魅 く微量に存在する不純物,
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